
令和２年度都公連第８回委員部会運営委員会 議事録（案） 

 

日 時：令和 2 年１１月 2５日（水） 午後２時３０分から午後５時まで 

会 場：小平市中央公民館会議室 

出席者：小平市（久米）、小金井市（嵯峨山）、昭島市（三木）、町田市（白﨑、西澤）、 

日野市（須崎）、国分寺市（戸澤）、国立市（山根）、西東京市（遠藤）、福生市（三浦）、 

東大和市（新井）、事務局（大屋） 

欠席者：狛江市（馬場） 

記 録：西東京市（遠藤）  

 

本日の委員部会運営委員会は、第 57 回東京都公民館研究大会第４課題別集会ミニ事例発表後

に実施した。 

協議に先立ち新任委員の紹介 山根浩子氏（国立市） 

来春から委員の交代予定 後任者 西澤正彦氏（町田市） 

 

協議事項 

１ 委員部会第１回研修会総括 

（１）第７回委員部会運営委員会議事録（案）について  （資料８－１参照） 

   本議事録中２の（１）の全体スケジュール①開催要項に掲載する原稿提出等は、後記３添

付の「大会開催要項」（案）を参照されたい旨のコメントが作成者よりあった。その上で原

案どおり承認された。 

（２）令和２年度委員部会第１回研修会 各議事録    （資料８－２参照）  

・ 安藤聡彦講師の講演内容 

・ 質問、意見交換会議事録   

   ・ 上記講師のまとめ（要約） 

・ アンケート結果（原文のまま） 

以上一括して原案どおり承認された。 

なお、事務局より資料８－２について、都公連のＨＰに掲載することの提案がなされ、 

  検討の結果、個人名及び適宜所属団体名は伏せて掲載することで了承した。これを受けて 

事務局より後日修正後の資料を各委員に配信するので、確認されたい旨発言あり。併せて 

了承した。 

（３）委員部会各委員の上記研修会の反省及び感想（要点） （資料８－３参照） 

原案どおり承認された。 

（４）全体の総括 

    準   備 当初、開催を危ぶむ声もあったが、可否がはっきりするまでは出来るだけ

準備をしておこうという基本方針を立て、早くからＤＶＤ等の作成準備をし

たのは正しかった。次年度においてもこの考えは引継ぎたい。 

運営の仕方 参加者の案内、誘導に一工夫欲しかった。グループ討議は適わなかったが、

基調講演が対面式で行えたのはよかった。 

テーマの選定 研修会のテーマを課題別集会のテーマにリンクさせて、本日のミニ研究

会の事例発表につなげたのは、よりテーマの内容を深めることになり、よか

った。 

    講師の選定 お忙しい日程の中、やり繰りしていただき有難かった。 



質問内容によって、即回答するのでなく各市の事例を探るとか、互いに情

報を交換するのが大切と言われ、活発な意見交換の場を作り出せた。 

質問の取り方 一度に何人もが手を上げたとき、誰を指名するか戸惑う。先に手を上げ

た人の順番が後になったり、マイク係との連携がもたついた。 

議事録の取り方 個人差もあるだろうが、難しい。工夫がいる。 

アンケート結果 ポイントを突いた参考となる意見が多かった。中身について今後の活

動方針に反映すべく討議の必要を感じる。 

以上をもって、議事録の承認も得られたことを踏まえ、本研修会の総括とすることが承認さ 

れた。 

２ 令和２年度都公連第４回役員会速報         （資料８－４参照） 

協議事項中 第５７回東京都公民館研究大会（２月１０日開催）について 

基調講演内容及び各課題別集会（ミニ発表会は各記載日に実施予定）の内容は都公連ＨＰに掲

載予定 

次回 第６０回関東甲信越静公民館研究大会について 

２０２１年１０月２９日（金）会場 ベルクラシック甲府で開催予定   

以上を確認した。 

３ 添付「第５７回東京都公民館研究大会開催要領」（案） 

４ 各市情報交換・トピックス 中止 次回へ 

 

 

 次 回：令和２年１２月２３日（水）午後２時～午後４時 

会 場：小平市中央公民館会議室 


